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単位の気象情報を随時処理してご
提供するなど、ピンポイントの情
報をより早くお届できる「粒度」と
「鮮度」が強みだと考えております。
— 気象情報はどのような形で
利用されているのでしょうか？
気象による影響を受けるインフ

ラ事業やサービス業、製造業など
幅広い事業で活用いただいていま
す。鉄道事業では運行停止や徐行
のような列車運行の安全確保に反
映させサービスを利用いただいて
います。特に防災関連の事例は多く、
浸水や河川の氾濫に関する情報を
自治体様の防災システムと連携し
てご提供するサービスなども行っ
ています。

災害リスクを「可視化」し 
次の行動につなげる

— 防災の施策として活用され
ているHalexForesight!とはどの
ようなサービスなのでしょうか？
これまで、防災対策では災害が
迫っている際に次々と発表される
気象情報を読み解くのが難しく「自
分に必要な警報なのか判断できな
い」という課題がありました。当サー

ビスはその課題を解決する取り組
みがなされています。
例えば「HalexForesight!」では、

土砂崩れや浸水が起きやすい場所
などお客様が気になる地域を登録
して重点的に監視することが可能
です。事前の調査で基準値を見定
めて災害リスクを設定し、基準値
を超えた場合には危険度を色分け
して表示することでリスクを可視化。
次にどのような行動をするべきか
の判断基準として活用していただ
けます。また気象予報士が24時間
365日サポートしていますので判断
に迷った場合にはいつでもご相談
いただけます。
— お客様にはどのような形で
提供されるのでしょうか？
インターネット環境とパソコン
やスマートフォンがあれば、いつで
もどこでも最新の気象情報を閲覧
できるクラウド型のサービスです。
1つの IDで複数の端末から同時に
アクセスすることもでき、本庁と支
所など離れた場での情報共有にも
便利です。
ブラウザ上では、降水量や風速、
土砂災害や洪水の危険度など様々
な気象要素を１kmメッシュの細か

さで一括して閲覧できます。また、
レーダー画像と地図を重ね合わせ
て表示できるのでどこで災害リス
クが高まっているかを一目で把握
することが可能です。さらに、監視
要素のうち土砂災害危険度、浸水
危険度、洪水危険度は、気象庁の
ホームページから得られる範囲よ
り長い6時間先までの予測を確認
でき、先を見越した防災対応の判
断に役立てられます。
— HalexForesight!を 導入 す
るメリットとして、どのような点が
挙げられますか。
まず1点目は複数の情報を組み
合わせて分析できる点です。気象
は複合的な要因によって変化する
ため、1つの情報だけでは対応の判
断が難しいことがあります。
HalexForesight!なら、大雨警報の
発表状況や降水量、河川水位、土砂
災害危険度などを並列で見比べら
れるため、総合的な判断が下しや
すくなります。
2点目は、面と点、両方の視点で
状況を捉えられることです。地図
上に降雨状況を面的に表示して把
握した上で、あらかじめ設定した
監視地点をクリックすれば、その
地点の詳細な予測データをグラフ

気象情報の利活用で 
お客様の課題解決をサポート

— ハレックス様が展開されて
いる事業について教えてください
当社は気象業務法が改正・施行

された年に設立された1993年に設

立した総合気象情報会社です。当
社が手掛けているのは一般的な天
気予報だけではなく、気象庁から
発表される膨大なデータをお客様
のニーズにあった気象情報に加工
して提供するサービスです。シス
テム開発、運用、さらに気象予報士

によるコンサルティングを組み合
わせて企業や自治体のお客様に
あったソリューションを提案して
います。また、NTTグループの唯
一の気象会社として、気象データ
処理技術に長けているのが特長で
す。他社に先駆けて1キロメッシュ

自治体の防災力を支える気象災害リスク
可視化システム―HalexForesight!

気象災害リスクを可視化し自治体の防災対応を支援するシステム「HalexForesight!」が注目されている。
NTTグループの唯一の気象会社であるハレックスが、高度な気象データ処理技術を活かし、自治体のニーズ
に合わせて情報を提供。住民の避難につなげるなど、防災業務の効率化と強化に貢献している。同社が「粒度」
と「鮮度」で差別化を図る取組について、ビジネスソリューション事業部の馬目常善氏に話を聞いた。

ハレックスの創業直後より初期メンバーとして参画。以来、
HalexDream!やHalexForesight!、HalexSmart!などの主要サー
ビスの企画・開発に尽力し、同社の成長と発展に貢献。システ
ム部長などの要職を歴任し、2023年にビジネスソリューショ
ン事業部の事業部長に就任。現在に至る。

株式会社ハレックス
ビジネスソリューション事業部
事業部長

馬目 常善

土砂災害・浸水・洪水・台風の進路などの危険度を一括で表示でき、リスクを把握できる
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気象情報と向き合ってきた同社の歴史と使命を象徴
する天気図
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で時系列に一覧できます。広域を
俯瞰しつつ、特に注意すべき地域
を絞り込んでチェックできます。
3点目は、アラート機能により見
逃しを防げることです。監視地点ご
とに、降雨量や土砂災害危険度など
の基準値を設定しておけば、その値
を超過する予測が出た際に自動で
メールが届きます。例えば、夜間や
休日などにも、365日リアルタイム
で危険度の上昇をキャッチし、防災
担当職員に知らせることができます。
— 実際 にHalexForesight!を
導入された自治体からは、どのよう
な声が寄せられていますか。
「これまでバラバラに収集してい
た気象情報が1つのシステムに集
約されたので、発令判断が迅速に

なった」「地図をクリックするだけ
で必要な情報にアクセスでき、防
災担当者以外の職員でも扱いやす
い」「地形や過去の災害履歴を考慮
して、土砂災害の危険度が高い地
点にアラートを設定。住民の避難
につなげられた」など、お客様の防
災業務の効率化と強化に役立てて
いただいているようです。
加えて、「ITスキルが高くない職
員でも直感的に使える」「地図は拡
大してもブレずに見やすい」など、
使い勝手の良さも評価いただいて
います。機能面だけでなく、UIや
UXにもこだわって開発しているの
で、そういった声は嬉しいですね。
— 今後、HalexForesight!をど
のように発展させていきたいとお
考えでしょうか。
現在、地震速報や津波情報など

を追加で提供できるよう、準備を
進めているところです。将来的には、
それらの情報も含め、あらゆる自
然災害リスクを1つのプラットフォー
ムで可視化し、危機管理を支援し
ていくことを目指しています。
気象災害のリスクが年々高まる

中、自治体にはスピード感を持っ

た防災対応が求められています。
私たち株式会社ハレックスは、
HalexForesight!を軸に、気象の専
門性とICTを組み合わせたソリュー
ションを通じて、自治体の防災力
強化を支援させていただきたいと
考えております。
他にもHalexSmart!というAPIを

使って気象情報をお客様の既存の
GISシステムに取り込めるサービ
スも提供しています。自治体の防
災システムに組み込んでいただく
ことで、より使い勝手が向上すると
考えています。
また、台風が近づいたときに、ど
の情報を見ればいいかなど、気象
予報士によるお役立ち情報をお届
けするウェビナーも月に数回開催
していますので、防災と気象に関
する知識を得る機会としてぜひ、
ご利用いただけたらと思います。

（取材日：2024年４月19日）

「自治体の防災力を気象の専門性とICTで強化し、国
民の安全安心な暮らしを守る」と語る馬目氏

株式会社ハレックス 

https://www.halex.co.jp/
〒141-0022
東京都品川区東五反田 2-20-4
NMF 高輪ビル 3階

毎月開催！ 自治体防
災担当者向けお役立
ち情報のセミナー

気象災害リスク
モニタリングシステム

「HalexForesight!」

監視地点の中で基準値を超えるとシステムが自動で災害リスクを検出登録したメールアドレスに事前にアラート
通知します

生成系AIによる
自治体改革は
実現するのか？

自治体業務にAIを活用する動きが加速
しています。ChatGPTに代表される生成
系AIは、業務効率化や住民サービス向上
の切り札として大きな注目を集めています。

神奈川県横須賀市では、AIを活用した
業務改革に積極的に取り組んでいます。
また、川口弘之合同会社の川口代表への
インタビューからは、自治体におけるAI

導入の最前線が見えてきます。
一方で、AIの公平性や説明責任、プライ

バシー保護など、解決すべき課題も浮き
彫りになっています。AIと自治体の関わ
り方を模索する必要性に迫られています。
AIが切り拓く自治体の未来に思いを馳

せながら、自治体DXの今後を展望します。


